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JTの具体的な取組み

 ①喫煙場所の整備への協力

八重洲地下街

 

（東京都）

東京駅に直結する八重洲地下街内／オレンジ・ロードの

 
南北に設けられた喫煙スペースです。カウンター式灰皿

 
＆スタンド灰皿が設置された「サウススポット」と、スタンド

 
灰皿のみで構成された「ノーススポット」の2カ所があり、

 
10:00～22:00までの利用が可能となっています。

（2007年10月設置）

東京駅動輪広場

 
（東京都）

1日5,000人以上の方に

 
利用されている個室型喫

 
煙スペースのさきがけです。

 
（2002年12月1日設置）

西鉄福岡駅

 

（福岡県）

1日あたりの利用者が15万人を超える九州のターミナル駅、

 
西日本鉄道福岡駅の個室型喫煙スペースです。出入り口

 
にドアはありませんが、強力な排気によって風の通り道が

 
できるため、煙やニオイが外へもれにくくなっています。

 
（2003年10月1日設置）
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• JTでは、2004年より社内に「分煙コンサルティングチーム」を設け、公共施設や商業施設、

 オフィスなど、各施設の特徴やそれらを利用される方々のニーズに応じた“分煙コンサル

 ティング”を実施しています（2007年度1年間のコンサルティング実績

 

222件）。

• “たばこを吸われない方”に配慮した上で、“たばこを吸われる方”も満足できる分煙方法に

 ついての知見提供・提案・アドバイスを、無償で行っています。

JTの具体的な取組み

 ②分煙コンサルティング

施設管理者による「受動喫煙防止の取り組み」の支援
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JTの具体的な取組み

 ②分煙コンサルティングの実例（イベントホール）

■相談内容

イベントによっては、屋内喫煙場所周辺に人があふれ、通路全体に煙が広がっている。

 屋外にも喫煙場所はあるが、限られた休憩時間中に、喫煙者全員を広い敷地内の屋外の喫煙場

 所に誘導することは困難であることから、なんとか屋内の喫煙場所を改善できないか？

■コンサルティングの流れ

STEP１ ＪＴ分煙試験室にて、施設担当者とともに、

 デモンストレーションを実施

STEP２ 現地喫煙場所を訪問し、実際の使用状況を

 確認調査し、改善方法を施設担当者と協議

STEP３ 施設側にて、排気装置を設置

STEP４ 現地にて、スモークマシーンによる実験を

 行い検討

STEP５ 施設側にて、喫煙場所周囲にビニールカーテ

 ンを施工し、完成 通路

ビニールカーテンの中が喫煙場所

（STEP1 ＪＴ分煙試験室）

（STEP5 完成）

■結果

喫煙者をビニールカーテン内の喫煙場所に誘導することができ、排気設備により、通路全体に煙

 が広がることもなくなった。
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JTの具体的な取組み

 ②分煙コンサルティングの実例（オフィス）

■相談内容

社員向けの喫煙室からニオイが非喫煙エリアに流れて社員から苦情がきている。

排気装置の追加など設備対応が困難であり、何か他に有効な解決法はないか？

■コンサルティングの流れ

STEP１ 現地喫煙場所を訪問し、実際の使用状況を確認調査

 →喫煙室に向かう気流がないことが漏れの原因

STEP２ 喫煙環境改善の提案書を作成し説明

 （出入り口部の開口面積を狭めるご提案）

STEP３ 施設側が喫煙室入口にビニールカーテンを設置

STEP４ 施設管理者と出入口の風向・風速を測定し、十分な

 気流（0.2m/s以上）が担保されていることを確認

開口部ビニールカーテン

（施工後）

■結果

「ニオイの漏れがなくなり、社員からの苦情もなくなった。

 

」


